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開発のねらい

　2008年に登場した初代CB1000R※は、市街地の走行でも味わえるアグレッシブな走りとスタイルが、欧州を中心と

するお客様の支持をいただいてきました。そのフルモデルチェンジに際しては、完成車を構成する諸要素を、改めて検

証することから各諸元の再構築を図り「スポーツバイクの根源的な楽しさ」を追求しました。

　開発のねらいは

魅せる、昂る、大人のための
EMOTIONAL SPORTS ROADSTER

　その実現のため、以下を主な柱として開発を進めてきました。

 ・スポーツバイクとしての上質な走りの手応えを生み出す車体パッケージング

 ・幅広い走行シーンでさらにドラマチックな出力特性と制御技術の搭載による操りやすさ

 ・経験を積んだ大人の趣味にふさわしい高品位な機能部品で構成された外観

　サーキットでの走行や競い合いをあえて望まず、しかしライディング時の最大の高揚感と最高の充実感を生み出す車体

とパワーユニットを備え、これ以上削ることの出来ない機能部品のみで構成された新しい完成車シルエット。言わば

「公道を最大限に楽しむ」スポーツバイクとしてあるべき姿を純粋に追い求めた結果がCB1000Rです。

　これにより新しいCB1000Rは、グローバル展開を図る新世代CBシリーズの考え方を牽引するモデルとしました。
※ 国内未発表、欧州向けモデル

■走りイメージ（写真は欧州仕様車）


